
 

八二中 学校だより R7.5.9 No2 文責：浪川健治 

  

学校教育目標：「心身ともに健康で、責任感をもち、 

主体的に行動できる生徒の育成」 
 里山の新緑に藤の花が映える美しい季節となりました。大型
連休は良い天気に恵まれ、観光地では多くの人出があったよう
ですが、保護者の皆様にとってはいかがであったでしょうか。
（食事の準備が大変！観光地では思わぬ出費が！など、日常生
活が始まって正直ホッとしている方もいらっしゃるのでは？）
また、ジャイアンツファンの皆様におかれましては、特に素晴
らしい連休になり、祝杯と称してビールの量が増えた方も・・・。
と４連休前には書いたのですが、まさか主砲の選手が怪我で長
期離脱とは（泣） 
よい子の二中生は、充実した連休を過ごした様子で、大きな

事故や怪我の報告はなく、安心しているところです。５月は、
いわゆる五月病が起きやすい時期です。大人も子供もまずは、
「早寝・早起き・朝ご飯」と言われるように規則正しい生活が
心身の健康保持のための基本となります。万が一、「遅寝・遅
起き・ご飯抜き」のだらだらとしたリズムに陥っている生徒が
いたら、いち早く通常モードの生活に戻したいものです。学校では、毎朝の健康観察等を
通して声かけをしていきますが、基本はご家庭での指導になりますのでよろしくお願いし
ます。 
 
◎各学年のようす 
＜１学年＞ 
 １年生の教室に入るといい匂いがします。（３年生の教室が臭うというわけではありませ
ん）制服やジャージの真新しい香りがして、洋服屋さんに入った雰囲気になります。もち
ろん、服だけでなく気持ちも新鮮そのもので新しい学校生活への意欲を感じます。これか
ら、勉強が難しくなっていきますが、全ての教科においての基本は教科書をしっかりと読
み込むことです。授業の前には必ず教科書を読む習慣をつけてほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １年生の家庭科では、「素材に合った洗剤とその適切な量につ

いて理解しよう」という学習をしていました。生徒は、「家庭科

で学習したことを参考に家でも洗濯をしようと思います！」と

感想を述べていました。保護者の皆様、期待しましょうね！ 
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＜２学年＞  
４階からの眺めはすばらしく、天気の良い日は太平洋の海原がキラキラと光っています。

新しいクラスになり１ヶ月が過ぎ、各クラスの個性が出てきました。授業では、どの生徒
も真面目な態度で学習活動に励んでいます。部活動では、先輩としての自覚が高まってい
ます。１年生にあれこれと教えることで、自身の競技や演奏、制作活動にも良い影響が出
ているようです。 

２年生の体育の授

業、体育祭種目「全員

リレー」の練習をして

いました。本番さなが

らの声援の声に、教室

で授業中の生徒は外

の様子が気になって

仕方がない様子でし

た。 
 
＜３学年＞ 
 階段の昇降が楽になり、朝もゆったりと登校できるなど最上級生としての特権を有効活
用しているようです。さっそく、進路コーナーには高校の学校説明会の案内が掲示されて
いました。受験生としての意識が高まり、授業への集中度は一番です。また、修学旅行に
向けての学習も佳境を迎えています。天気は心配ないでしょうから、あとは各自の体調を
しっかりと整えて当日を待ちたいものです。 

３年生の廊下には

修学旅行の行き先が

掲示してありました。 

勉強のための旅行で

はありますが、旅先

での美味しい食べ物

も楽しみの一つです。

個人的には、薄皮ま

んじゅうが好物で

す！ 

◎二中生の活躍 
＜バスケットボール部 女子＞ 匝陵杯争奪バスケットボール大会 3/26 優勝  

最優秀選手賞 岡野茉生(2-3)  優秀選手賞 土屋愛奈(3-3) 岩田悠沙(2-4) 

＜野球部＞ 全日本少年野球大会東総地区予選 4/19  準優勝  

＜陸上競技部＞ 北総地区中学校陸上競技大会 4/26  

共通走高跳 第７位 磯部功英(3-3)  共通走幅跳 第８位 鈴木應次朗(3-3) 

＜バスケットボール部 男子＞ 千葉県Ｕ１５バスケットボール選手権大会東総地区予選会 4/27 

準優勝 ＊県選手権大会出場  優秀選手賞 川島悠夢(3-3) 

◎雑 感 

 ５／１の学校公開、ＰＴＡ総会等には、お忙しい中にも関わらず多くの保護者の皆様に参加して

いただきました。ありがとうございました。この後、ＰＴＡ奉仕作業（5/17）体育祭（5/30）と行

事が続きますが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 ５／２の給食のデザートは柏餅。あんこは大好きで美味しく頂きました。（給食セ

ンター勤務の保護者の方がいらっしゃいましたら、また、よろしくお願いします！）

というわけで、連休中に、隣町の和菓子屋さんに、柏餅を買いに行きました。店内にい

た年配女性がしきりに「私は絶対粒あんよ！」と力説なさっていました。後ろで待つ私には「粒あ

んでもこしあんでも、あんでもよがっぺよ！それより、早く会計して！」と思っていましたが、そ

の気持ちは柏の葉のように心の中にそっと包み込みました。子育てはと考えると、時には「何でも

よい」ではなく「ならぬことはならぬ」の精神も大事だなと、粒あんの柏餅を食べながら考えまし

た・・・。 


